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　本センター第三期共同研究「戦時下日本の大衆メディ

ア」研究班（代表：安田常雄）は、2014‒2017年度

の研究成果を踏まえて、今後の研究活動のあり方を展望

するために、国内外の研究者を招いて公開研究会「アジ

ア太平洋戦争と国策紙芝居」を開催した。

§開会挨拶
　開催に先立ち、

内田青蔵センタ

ー長より、セン

ターの設置経過、

非文字資料研究

の対象概要、研

究関心のある方

への参画呼び掛

け、センター

10周年に伴う

行事予定などについて紹介を行った。

§開催趣旨（研究班代表・安田常雄）
　本センターでは2012年末櫻本富雄コレクションの

購入、2013年末公開研究会の開催を期に、共同研究班

を組織し、紙芝居を中心とした戦時下大衆メディアの研

究を行ってきた。2014年度から開始した共同研究では、

①所蔵作品の全点解題によるコレクションの紹介、②戦

時下紙芝居の刊行・残存状況の全容調査、③朝鮮・台湾

等における植民地紙芝居の調査、④戦時下紙芝居の実

演・普及に携わった拠点組織・人物の解明の四つを主た

る目的としてきた。その研究成果は『国策紙芝居から

2017年度
非文字資料研究センター

第 6回公開研究会

「アジア太平洋戦争と国策紙芝居」

日　　時：2018 年 3月 25日（日）12：45～ 17：30
場　　所：神奈川大学横浜キャンパス 1号館 308号室
プログラム
開会挨拶・趣旨説明
発表①　森山優（静岡県立大学）
　　　　「国策紙芝居の数量的研究」
発表②　シャラリン・オルバー（カナダ　ブリティッシュ・コロンビア大学）
　　　　「戦時下紙芝居における母・女性の表象」
発表③　權希珠（韓国　建国大学）
　　　　「植民地紙芝居：朝鮮の事例より」
発表④　大串潤児（信州大学）
　　　　「誰が紙芝居を演じたか？：戦時紙芝居の実践者」
総合討論　司会：安田常雄（神奈川大学非文字資料研究センター）
コメンテーター：真鍋昌賢（北九州市立大学）
　　　　　　　　浅岡靖央（白百合女子大学）

全体の様子

内田青蔵氏
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センター

みる日本の戦

争』（勉誠出版、

2018年2月28

日）として刊行

されたが、私ど

もは、このよう

に集積された調

査・研究資料を

今後どのように

分析するかとい

う“方法の問

題”に特に自覚的でありたいと考えている。本日の研究

会でも、戦時下紙芝居の諸課題をさらに深化させていく

ために、皆様から積極的なご提言・ご批判をいただきた

い。

§  発表①　静岡県立大学国際関係学部教授 
森山優「国策紙芝居の数量的研究」

1．調査の流れ：日米開戦の実証史を専門とする私が国

策紙芝居研究を始めた切っ掛けは、静岡県掛川市の

「浦上喜平資料」との出会いにある。板金工であっ

た浦上氏が疎開児童を慰安するために収集した紙芝

居の総点数は192点（戦後87点を含む）に及ぶ。

奉仕精神に溢れた同氏の実践活動は戦前・戦後一貫

しているが、印刷紙芝居における浦上資料の位置付

けを明らかにするため、名古屋柳城短期大学・大阪

府立中央図書館国際児童文学館・国立国会図書館・

昭和館・すみだ郷土文化資料館・福岡市総合図書

館・福岡県立図書館等の調査を行い、2013年に

「戦時・占領期印刷紙芝居目録」（静岡県立大学『国

際関係・比較文化研究』Vol. 11,	No. 2）として

まとめた。2014年度以降は、本センター客員研究

員の活動として福岡（甘木、浮羽、太刀洗）・台

湾・子どもの文化研究所等の調査を行い、現在に至

る。

2．データ処理上の問題点：共同研究の成果報告書とし

てセンター所蔵作品の解題執筆に着手すると同時に、

同一タイトル作品の各種異版の存在や、印刷紙芝居

の出版年月日の通常図書と異なる記載法に気付いた。

時代状況との関連を考察するには周辺史料による補

完が必須であり、集積したデータ処理の難しさも課

題として残されている。

3．印刷紙芝居の全体像：印刷紙芝居を把握する手段と

しては、所

蔵調査デー

タ以外にも、

雑誌『紙芝

居』の注文

リスト、各

社出版広告、

封入袋の作

品一覧、オ

ークション

サイト情報

などがあり、公的史料としては『SCAP史料（憲

政資料室）』として「1942年の発行状況」（文部省

統計）が残されている。これらを総合して、印刷紙

芝居の発行・残存状況の推移（1938～1945年敗

戦まで）を取りまとめた（レジュメ：再掲略）。

4．文部省統計との関係：しかし、上記・文部省統計に

おける日本教育画劇の1942年「作品数160点」

には、一年間に創作可能な数として疑問がある。作

品番号付与数にも近い「残存数84点」の余残には

在庫・再版が含まれているのではないかと推測され

る。

5．日本教育紙芝居協会が出版した紙芝居の傾向：国策

紙芝居の作品傾向にもアプローチするため、日本教

育画劇1942年作品を分類してみると、「時局も

の：63％」「時局と無関係：37％」となる。前者

の代表作は『爪文字』であり、後者の代表作には戦

後も再版される『太郎熊・次郎熊』がある。

6．受け手側の反応：これら多様な国策紙芝居はどのよ

うに受容されていたのか。「兵隊の喜ぶ紙芝居番付」

（『紙芝居』7巻4号、1944年 4月、p 30）に掲

載された東西の横綱『爪文字』『中澤挺身隊』は玉

砕と飛行機増産を描く時局もので、記事の投稿者が

所属した組織（善通寺師団報道部）の空気をよく反

映している。一方、「協會紙芝居作品中最も好きな

もの」という誌上アンケート記事（募集：『紙芝居』

5巻8号、1942年 8月、p 33、発表：『同』5巻

10号、1942年 10月、p 53）の1位は『軍神の

母』、2位が『うづら』であった。そのほか「時局

もの・自己犠牲・愛国心」を主題とする作品が並ぶ

なか、貧しい山村を背景に病弱の母を元気付けよう

とする娘を描いた『うづら』が、戦時下の読者の感

動を呼び起こしたことには日本文化を読み解く一つ

安田常雄氏 森山優氏
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の鍵があると思われる。

§  発表②　ブリティッシュ・コロンビア大学 
アジア研究学部教授　シャラリン・オルバー 
「戦時下紙芝居における母・女性の表象」

1．イントロダクション：表題「母・女性の表象」から

は「①紙芝居の製作に携わった女性たち」「②登場

人物における理想的な女性の態度・振る舞いのタイ

プ」「③ターゲットとなった女性たち」という3つ

のテーマを考えることができるが、本日は①と②を

中心とする。1938年（日本教育紙芝居協会設立）

から1945年 8月（終戦）までの作品を対象とし

て、銃後の女性たちの振る舞いや信念に影響を与え

ることを目的とした紙芝居作品におけるその象徴的

な意味を探求したい。私は文学研究者なので作品の

ナラティヴ的側面を議論するが、非文字資料という

アイデアを踏まえ作品のイラストにおける女性の描

かれ方も分析する。

2．三人の女性紙芝居脚本家：プロパガンダ紙芝居の製

作者は、直截的な激しい言葉を通して、あるいは観

衆が真似したくなるような魅力的な登場人物を提供

することによって、銃後グループに対する影響を確

実にしようと細心の注意を払っていた。そして、銃

後の女性たちの記憶に残る女性登場人物を描く女性

の脚本家の能力を評価し採用した。女性脚本家の仕

事は、どのような物質的な行為や女性の振る舞いが、

適切で必要な戦争協力として認められるかという方

法で戦争の理解を枠付けた。三人の女性脚本家―吉

田春、鈴木紀子、稲庭桂子の経歴について僅かであ

るがいくつか情報がある（個々の紹介―略）。

3．作品分析：彼女たちの脚本と彼女たちと共同した男

性イラストレーターの絵によって創られた女性イメ

ージを見てみよう。

A）吉田春『弾丸（たま）を戦地へ』：この作品におい

て若い女性が適切な服を着ることは、国家的目標に

従うシグナルであるだけでなく、その服従を具現化

する方法でもある。作品の最も重要な意味は弾丸切

手を買うように仕向けることに要約されている。し

かしそこには明示的・暗黙的・ビジュアル的・テキ

スト的といった複数のレベルにおけるイデオロギー

的な指示が同時に生じている。主人公・利子の姉は

母親であり、戦時中の女性がすべき模範的振る舞い

をする手本である。その模範的振る舞いは利子に反

映されてお

り、利子が

家を出発し

た時と同じ

古い服装で

嬉しそうに

帰ってくる

場面に見ら

れる。作品

の最後で、

利子が質素

で献身的な妻・母になり彼女の家族がすべてを戦争

へ捧げる準備ができるようになるだろうという希望

が私たちに残される。ここにメディアとしての紙芝

居の潜在的効果を認めることができる。この作品は

戦時中のスローガン「贅沢は敵だ」「欲しがりませ

ん　勝つまでは」のメッセージを、倫理的振る舞い

が結果として物質的利益となって返ってくることを

示すことによって伝えている。

B）鈴木紀子『軍神の母』と稲庭桂子『無名の母』：歴

史家Angus	Calderは『ロンドン大空襲の神話』

のなかで、イギリスの第二次大戦のプロパガンダの

“Deep	England”と呼ぶ象徴的構造について論じ

ている。同様に戦時中の数多くの作品―『お米と兵

隊』『鍬の兵隊』『勝ち抜く増産』『乙女橋』『一本

杉』『家』『今日よりは』『祭りの太鼓』のなかに私

が“Deep	Japan”と呼ぶアピールを見付けること

ができる。黄金に色付いた水田、山の美しさ、自然

の力を制御する農家の力強さ、親しみやすくノスタ

ルジックな建物、伝統のなかで複数世代が同居する

家族の穏やかで満足な生活を描くプリミティヴな絵

は、ドイツ表現主義などの国際的な芸術運動と創作

版画などの国内の芸術運動の両方から影響を受けて

いる。ナラティヴとビジュアルの両方において表現

されている「（戦時中の暦でいえば）2600年」の

間、日本国を育んできた農耕家族の比喩は、穏やか

で力に溢れ非時間的で、国家的危機の只中において

国家のメタファーとしての国土は静かで実り豊かな

ままなのである。鈴木紀子『軍神の母』や稲庭桂子

『無名の母』などの中高年者を対象とした女性作家

の作品のなかにも明確な“Deep	Japan”を見るこ

とができる。辛うじて字が読める程度の農家の人た

ち、戦争へ赴く息子たちを育てる母親たちの超人的

シャラリン・オルバー氏



15

センター

な努力と仕事、特に綺麗な人というわけではないが

きわめて同情的な母親のキャラクター、戦争の神

（軍神）としての息子たちを死へと追いやった栄誉

ある戦争レトリックに騙されたと感じている素振り

を見せることなく自身の仕事にもどる彼女たち。

『軍神の母』『無名の母』における母親はほとんどす

べてパネルで同じ着物を着て時々モンペをはいてい

る。“Deep	Japan”においてスタイリッシュな服

装は意味がなく、重要なのは倹約と素朴さ、そして

連続性である。

C）吉田春『母は漫才師』：吉田春『母は漫才師』では

農村的“Deep	Japan”のレトリックの代わりに紙

芝居に見られる象徴的で共感を呼ぶ空間、すなわち

下町に訴えかける。これは、戦時下イギリスのプロ

パガンダでのロンドン国民たちの描かれ方に似てい

る。主人公の千子はウイットに富み気丈で愛に溢れ、

戦闘のなかでも勇敢で終始プロフェッショナルであ

った。また彼女が戦場で着ている青の女性服のスカ

ートとネクタイは、夫・万蔵のネクタイ付き男性と

標準服に見合っていて男性的で力強い。注目に値す

るのは、ほかの作品では男性だけのためであった状

況に、女性が登場することである。一人の兵士がも

う一人の兵士を背負って運ぶナラティヴ的・視覚的

比喩が、本作品ではスカート姿でさらに機能的だが

間違いなく女性的な靴を履いて行っている千子とし

て登場する。また戦場で死にゆく兵士の場合にはほ

とんど最後の言葉がなく痛ましいのに対して、万蔵

に抱きかかえられて戦場で死にゆく千子は制服姿で

はなく普通服を着ており、「団長さん」という千子

の最後の言葉は機知と知性を示し、夫の腕のなかで

死にゆきながらも親しみを込めて夫をからかってい

ることを表現している。女性の力強さを訴えかける

描写のパワーは、千子の忠誠心を見習うよう女性た

ちを強く誘導するものとして観衆を感動させたのか

もしれない。

4．結語：私の考えでは、特定の作品タイプを繰り返す

ナラティヴ・パターンと視覚的比喩の存在を確認す

るために紙芝居の文学的・視角的分析を詳細に行う

必要がある。これは私の紙芝居テキストへのアプロ

ーチとして最も重要な方法である。今日の私のアプ

ローチは製作年代や作者に関係なく様々な作品から

場面や視覚的比喩を求めるという“Radial	Con-

nection”と呼ばれるものである。このアプローチ

は予期しない同一性やパターンを見付け出して強調

するのに役立つが、将来的にはこれらの作品のシス

テマティックな視点を取り出し、1938～1945年

までの特定の期間に最も普及していた特定の作家や

画家・製作業者の象徴的パターンの間の同一性と差

異に注目するつもりである。また、都市と地方にお

ける女性の役割の対照的なイメージや、描かれる女

性の階級とターゲットとなる観衆の階級によって異

なる女性イメージを検討する予定である。そして最

後にこの研究成果を「日本婦人」「写真週報」「主婦

の友」「家の光」などのほかのメディアにおける女

性イメージとともに、より大きく文脈のなかに位置

付けたいと考えている。

§ 建国大学アジアコンテンツセンター助教授 
權希珠「植民地紙芝居：朝鮮の事例より」

1．はじめに：本日の発表は、植民地朝鮮の紙芝居歴史

の初期に紙芝居を独自に製作した慶尙北道の事例を

対象に考察を行う。1936年 11月と最も早く慶尙

北道において独自に（朝鮮総督府の方針ではなく）

農村振興運動の一環として紙芝居が導入された背景

には、次の諸点が挙げられる。①紙芝居が活動写真

やラジオのようなメディアに触れる機会があった京

城ではなく地方で大きな反響を得ていたこと、②識

字率20％台という状況のもとで実演者としてネイ

ティヴ（朝鮮語・人）が求められたこと、③農村振

興、簡易保険、納税、貯蓄奨励、密造・密航・鉄道

事故・伝染病の防止等の多様な情報宣伝・教化につ

いて「内地」日本よりも素早い動きがあったこと、

④これらの情報宣伝をテーマとした紙芝居がほとん

ど団体（朝鮮総督府文書課、朝鮮啓発協会、官公署

等）を製作主体としていたことである。植民地朝鮮

の紙芝居に

は「内地」

日本とは異

なる二重言

語環境下の

植民権力と

被植民の欲

望の交渉と

衝突が絡み

合っている。

これは従来 權希珠氏



16

の植民地文化研究における支配と抵抗、抵抗と協力

という二分法の図式を超えて、植民地文化研究に対

する様々な視点を提供する。

2．慶尙北道の紙芝居：紙芝居導入の中心人物には、慶

尙北道道知事・上瀧基（1936年 9月就任）、慶尙

北道産業課長・李啓漢（1936年 6月赴任）の二

人を挙げることができる。上瀧道知事が紙芝居に着

目したのは、就任当時に小作争議の増加、水害被害

者の救援、満州移民対策等の課題に直面しており、

道農村振興委員会の一部局として娯楽教化委員会を

設置して、紙芝居の監督・検閲（風俗教化・民衆娯

楽の研究）を通して農村振興を推進するためであっ

た。また上瀧より3カ月先に赴任していた李啓漢

産業課長が、簡易保険運動をまねて紙芝居導入を発

案した可能性も当時の報道から指摘することもでき

る。諸報道を総合すると、1936年 12月以前紙芝

居の導入が決定され、11月に李啓漢産業課長が台

本委員長として台本製作にあたり、それと同時に紙

芝居師を選抜したことがわかる。また、1937年 2

月末に待望の紙芝居『更生』と『桃花洞』の2作

品が公開されたことから3カ月以内にすべての作

業が一気に進行されたと推測できる。台本は朝鮮

語・日本語併記と予測され、絵は市内の看板業者に

依頼して製作したことが確認できる。上瀧道知事の

「失業朝鮮人インテリを一廉の紙芝居師に訓練、台

本を作成」させるという方針のもと朝鮮人がある程

度投入されたが、従来の官庁を中心とした時局認識

を徹底させる活動を、民間・地方の指導的地位にあ

る中堅青年などを動員して自ら民主の指導を担当す

ることも推進された。紙芝居の実演を務める中間官

僚・青年は立身出世、生計維持もしくは朝鮮人のた

め啓蒙のために移動する人間メディアとして志願し

た可能性が高く、彼らは「教化のため」動員される

立場でありながら、「娯楽で」朝鮮人を動員する中

間者でもあった。

3．紙芝居『桃花洞』：慶尙北道の紙芝居としては、『桃

花洞』（1936. 11～1937. 2の間）『更生』（同）

『自力』『蚕の神秘』『蚕の漫畫』『若人よ斯くあれ』

『更生の道』『支那事変と聖戦喇叭』の8作品が製

作されたことが明らかになっている。図は確認でき

ないが、『桃花洞』『更生の道』の台本を見つけるこ

とができている（『桃花洞』台本を詳細紹介―略）。

本作品の特徴として、①慶尙北道の現実的な問題点

を作品に取り入れて大衆の関心を導き出す構造を	

取っていること、②朝鮮の風習を積極的に導入して

朝鮮人の共感を形成する一方で「教化を伴わない娯

楽」に対する否定的な視覚を表していることこと、

③慶尙北道で農村振興運動が「農家更生」から「生

業報国」運動に全面的に改編されつつあった農業政

策に沿う構成であること、④個人の利益増大と朝鮮

総督府の生産性向上方針が触れ合うポイントが真面

目な労働から探求されている（換言すれば被植民の

日常を労働に収束する植民者の統制）といった点を

指摘できる。

4．まとめとして―娯楽と教化の間、新資料の紹介：

「教化」と「娯楽」の両立は紙芝居製作の当面課題

であったが、「農村は笑ひから」という慶尙北道の

スローガンは「教化」が伴われる「娯楽」である時

こそ意味を持つことができるのであった。1936年

から1944年まで様々なテーマの紙芝居が限りな

く製作・流布されたのは「娯楽性」に係る朝鮮人に

大反響を得たからである。教化を目的とした強制動

員はいつも限界を内包する。だからこそ、紙芝居の

実演の場は教化と娯楽の交渉の場であり、葛藤の場

でもあったのである。最後に朝鮮紙芝居の資料発掘

状況について述べる。現物が確認できる作品は、日

本 教 育 紙 芝 居 協 会 製 作『か わ い い 孫 娘』

1942. 7. 20、『半島の陸鷲』1943. 7. 25（国会

図書館所蔵）の2点のみ、雑誌掲載作品として

『生業報告』『明暗の岐路』の2点、総督府保管文

書にある紙芝居5点（国立総合図書館＝現在工事

中で未確認）である。このほかに今回（2018年 3

月20日調査）、朝鮮啓発協会製作の紙芝居『兄の

凱旋』1943. 4. 5、『父帰る』同の2点を莞島（ワ

ンド）文化院で初めて発掘した（2作品とも植民地

下朝鮮における「戸籍」の重要性を説く作品。資料

紹介略）。植民地朝鮮紙芝居の研究においては、こ

れからも新しい資料の発掘が何よりも重要だと考え

ている。

§  信州大学人文学部准教授　大串潤児 
「誰が紙芝居を演じたか？：戦時紙芝居の実践者」

1．はじめに―課題設定の意義：本課題に焦点を当てる

のは、紙芝居が「作品」それ自体にとどまらず「実

演」されることによって完結する文化の形だからで

ある。国家による「脚本」「実演」規制が強まるな
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かでも「実演者」の社会的個性が大きな意味を持ち、

地域独自の作品や自作自演作品等には規制が届いて

いない場合がある。紙芝居「実践」への着目は、実

践者（指導者）と観客（民衆）の相互関係や、依然

として課題である指導者の社会文化的性格の深化と

いった戦時社会の解明にまで広がっていく問題でも

ある。

2．戦時紙芝居の実践者：戦時紙芝居の実践（者）は実

演の〈領域ないし場〉と実践を担った〈社会層〉の

二面に整理されよう。前者については〈A.常識的

場としての（国民）学校、B.役場の職員等の官公

吏、C.1940～41年を頂点とする翼賛運動、D.植

民地〉が挙げられる。後者については〈a.教員、

b.僧侶・宗教家、c.警察、d.逓信（郵便局）官吏、

e.市町村役場吏員・部落会町内会役員・隣組指導

者、f.地域・職域内各種団体事務職員、g.女性、

h.文化運動家、i.軍人・兵士、j.街頭紙芝居業者、

k.「素人」〉のように網羅することができる。初期

には日本教育紙芝居協会（1938年設立）の支部で

〈a.教員〉が綴り方教育を含め地域紙芝居運動の担

い手となるが、次第に各地域の〈b.僧侶・宗教家〉

〈d.逓信（郵便局）官吏〉〈e.市町村役場吏員・部

落会町内会役員・隣組指導者〉〈f.地域・職域内各

種団体事務職員〉などより広い階層・職層を包含す

るようになる。日中戦争に伴う倹約貯蓄奨励と

〈d.逓信（郵便局）官吏〉の関係、傷痍軍人保護と

〈e.市町村役場吏員〉の関係といった戦時行政の末

端を担った官公吏の姿も浮上する。また社会的教化

性のある紙芝居実践者を養成するために地域のリー

ダー層や産業報国運動の担い手（翼賛壮年団、青年

学校教員、企業労務担当者等）を対象に紙芝居講習

会が行われている。払底していたといわれる〈j.街

頭紙芝居業者〉、〈k.「素人」〉による自作自演者の

多さ（社会的広がり）も無視できない。その社会的

多様性に注目する必要がある。

3．紙芝居運動の担い手としての女性：先にオルバー氏

も指摘された紙芝居創作者・登場人物・観客として

の女性表象とともに、実践者としての女性という課

題を対象化したい。保育研究や子どもの文化領域で

の研究蓄積があるだろうし、歴史学でも農繁期託児

所や母親学級（戦時）という場所の担い手としての

女性青年団員・保健婦・婦人指導員等の研究に着手

されている。ここに翼賛文化運動のなかの女性の事

例として、

協会製作に

よる地域の

「賢 婦」を

モデルとし

た作品製作

や地域講習

会の記録が

残されてい

る（会津文

化協会）。

その一方で国防婦人会等の大衆動員組織においては

紙芝居が重視されていたわけではない様子が看取さ

れる。むしろ木炭検査支所など地域末端の行政機関

業務の関係や民衆に近接した活動をしていた女性た

ちに紙芝居実践者が多く見出すことができる。さら

には従来「団体」をテコとした統合・動員に力点が

置かれてきた戦時期における女性の活動の総体（特

にアジア太平洋末期の実態）を解明していく必要が

ある。

4．ある紙芝居実演者の「民衆」認識と方法意識：平林

傳・平島三吾などの実践記録を除いて地域における

紙芝居実践者の人間群像は未解明である。遠藤正二

（福島県）『農村紙芝居の演り方』晴南社1942や

宮城県登米市歴史民俗資料館所蔵「清野一男資料」

などの手掛かりのほか、さらに資料を発掘し、地域

における紙芝居実践者の事例研究を進める必要があ

る。

5．おわりに：戦時紙芝居の戦争プロパガンダは、意外

にも多様で重層的な実演者を通して民衆（観衆）に

届けられたのであり、女性を含む「実践」者に、そ

の民衆観とでもいうべき紙芝居実践思想とともに着

目していくことが大事であろう。最後に「民衆論と

して紙芝居研究の構築」という課題があるが、大衆

文化における「歌う、演じる、書く、話す」といっ

た主体的実践の側面と、「見る、聞く、読む」といっ

た文化消費の両方のベクトルを持ち、かつ民衆に最

も近い位置で実践されていたのが紙芝居文化である。

その意味で紙芝居は戦時民衆論研究の有力な手掛か

りになるであろう。従来は作品論からの民衆論が主

流であったが、実践者若しくは受容者をより積極的

に問題にする時期にきていると考える。

大串潤児氏
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§全体討論（司会・安田常雄）
1．コメンテーター・真鍋昌賢（北九州市立大学文学部

比較文化学科教授）：私は紙芝居プロパーの研究者

ではなく、戦時下の浪花節について修士論文を書い

た後、次の大衆文化のジャンルとして“教育紙芝居

から国策紙芝居への流れ”に興味を持ち、「戦時下

における教育紙芝居の上演現場」という論文を書い

た。本センターの成果報告書による資料集積や本日

の研究発表を通して、あらためて広範な大衆文化・

戦時動員の歯車のなかで紙芝居がどのように機能し

ていたのかが問われていく必要があろう。浪曲との

共通性も念頭に3点指摘する。①今井よねの「紙

芝居に目を輝かせる子供たち」が体現した“少数の

観客の一体感、上演時間の連続性”を広義の社会主

義的教育の文脈のなかで生かすという技術論的理想

は、1930～40年代の国策に流れ込んでいく。そ

の意味でも教育紙芝居・国策紙芝居は、物語論・上

演論とともに、場（存在論＝いつどこでだれがやっ

たのか）の分析という二つの構成からより動態的に

見えてくるだろう。②成果報告書にも見られる「諸

機関の企画・監修・後援・委嘱等」の公的承認（お

墨付き）、「素人のコンクール」という動員システム

によるコンテンツの吸い上げが紙芝居においてどの

ように機能したか、国家と人々の間をつなぐ大衆文

化という観点から洗い出してみる意義があろう。③

『海の母』『南海の防人』等には浪曲演目との重なり

合いを指摘できるが、さらに探求することによって、

より複雑なリンクが見えてくると考えられる。④浪

曲の演目のストックを男女の演者が共有することが

1930年代の戦時下で深められていくが、教育紙芝

居ではスタート段階から女性が関わっていることか

ら、銃後の女性の活動とジャンルの特性という分析

視点が成立する

だろう。

2．コメンテー

ター・浅岡

靖央（白百

合女子大学

人間総合学

部児童文化

学科教授）：

雑誌『教育

紙芝居』・

『紙芝居』

の復刻に携

わった者として、これが本センターの成果報告書刊

行や研究会開催に役立ったと考えると感慨深いもの

がある。そのうえで気付いたことを指摘する。①戦

時期に発行された紙芝居を一律に「国策紙芝居」と

呼ぶことには慎重であるべきだと考える（例えば

「国策啓蒙」「国策宣伝」紙芝居なども提案できる）。

②戦争期全体にも堀尾勉が3段階を唱えているよ

うに時期区分と作品内容との関係を踏み込んで考察

すべきであろう。③プロパガンダ（国策宣伝）と

「教育」との関係についても、松永健哉の日本教育

紙芝居協会設立理念に照らして、教育の側面を再考

すべきであろう。

（この後、来場者から寄せられた多くの質問をもと

に、活発で有意義な質疑・応答が行われたが、紙幅

の都合で割愛することをお断りする）

3．まとめ（安田常雄）：3年間の研究成果を「報告書」

としてまとめたが、なお継続する共同研究の素材と

してとらえたい。本日いただいた幅広い論点も今後

の研究への有用な視点として受け止め活用したい。

わたしどもの研究班は発足当初から映画・流行歌を

主役とする大衆文化そのものを対象としている。全

体を俯瞰することは困難だが、それぞれのメディア

特性に即して解明していくという旗印を維持してい

きたい。今後ともこうした基本姿勢の延長上に、で

きるだけ小刻みに研究会も開催していきたい。

（文責：非文字資料研究センター研究協力者　原田　広）

浅岡靖央氏

真鍋昌賢氏




